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広報
吉浜ふれあいプラザ（屋敷町二丁目）のオープニングセ

レモニーが４月18日に行われ、吉浜まちづくり協議会の井
野清彦理事長が「高齢者の閉じこもり防止や、子育て中の
お母さんたちの集いの場、吉浜を訪れる人たちに吉浜自慢
の文化を紹介するなど、私たちのいろいろなまちづくりの
想いを実現する施設。ぜひ多くの方々に活用してほしい」と
挨拶しました。同日からサロンの利用もスタートし、来場者
はさっそくコーヒーやおしゃべりを楽しんでいました。

吉浜ふれあいプラザオープニングセレモニー

かわら美術館 所蔵瓦コレクション展
－小川白楊コレクションと井上郷太郎コレクション－

＜同時開催：新収蔵品のご紹介＞
江戸時代以来、日本各地から発見される古代瓦は、その美しい文様か

ら珍重され、好事家たちの収集の対象となりました。かわら美術館にもこ
のような人たちによって収集された瓦が数多く収蔵されていますが、本
展示ではその中でも大きなコレクションである小川白楊コレクションお
よび井上郷太郎コレクションを紹介します。
京都の著名な造園家であった小川白楊（保太郎）、東京都八王子市生

まれの陶芸家井上郷太郎両氏のコレクションは、多くの希少な資料を含
み、かわら美術館収蔵品の中でも重要な位置を占めています。
今回はこれを一堂に会し、その全容を紹介します。瓦に興味を抱き、愛

でた二人の収集品を、ぜひご覧ください。また今回は、あわせて平成21
年度に新たに収蔵した瓦を紹介します。

開催期間　5月22日（土）～7月11日（日）
観覧時間　午前９時から午後５時まで（観覧券の販売は午後４時30分まで）
観 覧 料　高校生以上200円（160円）、中学生以下無料
※（　）内は20名以上の団体料金、または高浜市内在住者
休 館 日　月曜日
＜関連行事＞
①ギャラリートーク
開催日時　5月30日（日）・6月26日（土）ともに午後2時～

②ワークショップ「さまざまな拓本に挑戦」
開催日時　6月13日（日）午後2時～　美術館講義室
募集人数　小学生以上10人
募集方法　5月25日（火）午前9時から電話で先着順受付
申 込 先　かわら美術館　☎５２－３３６６

※ギャラリートークについては当日の観覧券が必要です。
※ワークショップについては実費負担（500円）となります。
問合せ先　かわら美術館　☎５２－３３６６

三巴文軒丸瓦（12世紀・京都・六 勝寺出土＜小川白楊コレクション＞

雑像（19世紀・朝鮮半島・李朝） ＜井上郷太郎コレクション＞


